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以前当科で PTU 治療を行ったバセドウ病患者の 37.5%に MPO-ANCA が認められ





1996～1999 年に当院で PTU 治療を受け、MPO-ANCA 陽性であったバセドウ病
患者 21 名のうち、当院で 1 年以上経過観察ができた 13 名（平均年齢：42 歳、男性
2 例、女性 11 例）を対象とした。MPO-ANCA と血管炎の発症リスクについて患者






結   果  
PTU を中止した８名の患者のうち７名で MPO-ANCA 値が低下した。PTU 中止後、
3 名の MPO-ANCA 値は 5 年以内に陰性化した一方、 5 名では 5 年以上陽性のまま
であった。5年以上陽性が持続した患者では、初回MPO-ANCA値が有意に高かった。
PTU を中止した８名の患者のうち 1 名において認められていた血管炎症状（関節痛
と紫斑）は PTU 中止後速やかに改善、消失した。  
PTUを継続した５名の患者のうち 3名はMPO-ANCA値は陽性のままであったが、




考   察 
PTU 中止後 MPO-ANCA 値は低下することが示されたが、長期に渡って陽性が持
続することがあり、MPO-ANCA 陽性の症例では PTU 中止後も新たな血管炎の発症
が懸念される。しかし、本研究では PTU 中止後陽性が持続した症例でも新たな血管
炎は発症しなかった。高抗体値を示す症例でより血管炎を発症しやすいとの報告があ







な経過観察や PTU 中止の検討が必要と考えられる。 
 
 
